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南魚沼市監査委員告示第６号 

 

 

 

 

監 査 結 果 の 公 表 

 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第７項の規定に基づく監査を実

施したので、同条第９項の規定により監査の結果に関する報告を別紙のとおり公表す

る。 
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南 魚 監 第 ５ ５ 号 

平成２９年１０月２５日 

 

南 魚 沼 市 長  林  茂 男  様 

南魚沼市議会議長  黒 滝 松 雄 様  

 

南魚沼市監査委員 小 林 勝 巳 

南魚沼市監査委員 桑 原 圭 美 

 

財政援助団体等の監査の結果に関する報告について（提出） 

 

地方自治法第１９９条第７項の規定に基づき、財政援助団体等に対する監査を実施したの

で、同条第９項の規定により監査の結果を報告する。 

 

記 

 

１ 監査の対象 

 平成２８年度において、南魚沼市が補助金を交付した団体（財政援助団体）及び公の施設

の管理を行わせている団体（指定管理者）。 

 

２ 監査の実施期間及び実施団体 

  平成２９年９月２７日から平成２９年１０月６日まで 

実 施 日 実 施 団 体 

平成２９年 ９月２７日 （社福）野の百合福祉会   （一社）南魚沼市観光協会 

９月２９日 
（公財）南魚沼市文化スポーツ振興公社  

（公財）池田記念スポーツ文化財団 

１０月 ３日 六日町商工会  （社福）南魚沼市社会福祉協議会 

１０月 ６日 （公社）南魚沼シルバー人材センター 

 

３ 監査を実施した監査委員 

南魚沼市監査委員 小 林 勝 巳 

南魚沼市監査委員 桑 原 圭 美 

 

４ 監査の方法 

 監査の実施にあたっては、現地に赴き、各団体から提出された資料及び提示のあった関係

帳簿・関係書類を調査するとともに、以下の点を中心に関係職員からの説明を聴取するなど

の方法で実施した。また、指定管理者が管理する施設（以下「指定管理施設」という。）につ

いては、当該施設の現地調査を実施した。 

（１）交付された補助金が交付目的どおりの効果を発揮しているか 

（２）指定管理制度が有効に機能しているか 
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５ 監査の結果 

 交付された補助金等に係る出納その他の事務は、適正に処理され、その目的どおりの効果

があるものと認められた。 

 指定管理施設の管理・運営についても適正に行われているものと認められた。 

 各団体に係る監査の結果は、以下のとおりである。 

 

○社会福祉法人 野の百合福祉会（南魚沼市立めぐみ野保育園指定管理者） 

１ 補助金等の交付状況 

（１）公設民営保育園委託事業補助金（特別保育事業補助金）    １５，００３，０００円 

（２）保育の質の向上のための研修事業補助金           ５８５，０００円 

（３）教育・保育施設健診事業補助金                  １３０，７８８円 

（４）一時預かり無料券利用分                      ２６，７００円 

（５）指定管理委託料                      ９０，１０１，１５０円 

２ 団体の概要 

  名  称 社会福祉法人 野の百合福祉会 

  住  所 南魚沼市六日町１２２５番地１ 

  設  立 昭和４２年４月１日 

  事業概要 野の百合保育園、めぐみ野保育園、野の百合家庭教育館、病後児保育、一時

預かり、地域子育て支援拠点事業等  

３ 指定管理施設の概要 

  名  称 南魚沼市立「めぐみ野保育園」 

 所 在 地 南魚沼市西泉田２０１番地６ 

 開   設 平成１４年４月１日 

  定   員 ９０名 

  指定期間 平成２１年４月１日から平成３１年３月３１日まで 

４ 監査の結果 

（１）平成２８年度事業内容 

１）決算額 

 （単位：千円） 

収       入 支       出 

委 託 費 ９０，１０１ 人 件 費 ８５，７８０ 

補 助 金 １５，７４５ 事 務 費 ３，８１８ 

そ の 他 事 業 １，６１０ 事 業 費 １０，２９１ 

そ の 他 ９０５ そ の 他 ２８９ 

  （当期収支差額） ８，１８３ 

合       計 １０８，３６１ 合 計 １０８，３６１ 
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２）入園児状況 

（単位：人） 

 

 

 

 

 

・一時預かり保育 ４６人 

 ・延 長 保 育  標準利用人数 ９４５人/年  短時間利用人数 １，２９２人/年 

 ・未満児保育  ０歳児 ６４人/年   １歳児 １５６人/年 

 ・障がい児保育  ３人 

３）職員配置 

 ・園 長     １人     ・保育士   ２０人  

 ・看護師     １人     ・栄養士    １人  

・調理師・その他 ３人 

（２）監査委員の所感 

当該施設は、民間活力とノウハウを最大限に活用し住民サービスの向上、行政コストの

削減を目的として設立された公設民営の保育園である。 

園舎は木の温もりが溢れ家庭的な雰囲気であり、施設面で安心安全への細やかな気配り

が感じられた。園の保育方針である４つの教育 １.音感教育 ２.言葉教育 ３.体育教育 

４.食教育を、効果的に年間保育事業に組み入れた保育を実施していた。園長先生から「幼

児期から地元のすばらしさを多く経験させ、地元への誇りを持たせることで、いずれは地

元に帰ってきたいという気持ちを育てたい」との説明を受けた。子どもの心の豊かさを育

みさらに市の将来も見据えた説明に保育への熱意を感じた。保育士は子どもの命を預かる

大切な役割を担っている。今後も安心、安全、そして温かい保育を続け行くことを望むも

のである。 

 

○一般社団法人 南魚沼市観光協会 

１ 補助金等の交付状況（平成２８年度） 

（１）南魚沼市観光協会運営費補助金             １０，６２８，０００円 

（２）第２種旅行業登録に係る補助金              ９，８００，０００円 

（３）棟方志功アートステーション指定管理委託料          ５００，０００円 

（４）道の駅南魚沼指定管理委託料              ２７，１６５，６６０円 

２ 団体の概要 

設 立 平成２５年８月２６日 

目 的 観光経済のまち、南魚沼市における観光事業の健全な発展を図り、もって地域

経済及び地域文化の発展並びに公共の福祉に寄与すること（定款から）。 

役 員 理事１８名 監事２名 

３ 監査の結果 

（１）平成２８年度決算額 

          入 園 児 数（平成２９年３月３１日現在） 

定員３０ 定員６０ 合計９０ 

乳 児 １・２歳児 ３歳児 ４・５歳児  

８ ２９ １７ ４３ 合計９７ 
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１）一般会計（正味財産増減額） 

（単位：千円） 

1 経 常 収 入  ２ 経 常 費 用  

会 費 ３，０００ 一 般 事 業 費 ２７，０１３ 

負 担 金 ７，４８２ 特 別 事 業 費 １２，７１９ 

市 補 助 金 ２０，４２８ 受 託 事 業 費 ３３，０９５ 

市 委 託 料 ２８，７２０ 管 理 費 ２９，００７ 

受 託 料 ２７，６６６ 小   計 １０１，８３４ 

そ の 他 １１，０１３ ３ 収 支 差 額 △３，５２５ 

小   計 ９８，３０９ ４ 前期繰越収支差額 ４，３９２ 

  ５ 次期繰越収支差額 ８６７ 

 

２）指定管理施設利用状況 

ア）棟方志功アートステーション入館者数 

（単位：日、人） 

区 分 平 成 ２ ６ 年 度 平 成 ２ ７ 年 度 平 成 ２ ８ 年 度 

開 館 日 数 ３３６ ３２１ ３２３ 

総 入 館 者 １，３２４ １，３２４ １，４２６ 

内 

訳 

一 般 ９４５ ９１８ １，０２０ 

小中高・団・割 ２０ １４ ２０ 

そ の 他 ３５９ ３９２ ３８６ 

 イ）道の駅南魚沼（今泉記念館、憩いの広場、駐車場）入込数 

（単位：人、台） 

 平 成 ２ ６ 年 度 平 成 ２ ７ 年 度 平 成 ２ ８ 年 度 

道 の 駅 来 訪 数 ４０４，３２９ ４４１，３８４ ４５１，８１９ 

今 泉 記 念 館 ２３，７０３ ２７，５０５ ２８，８２８ 

駐 車 台 数 １４６，９３２ １６１，５９６ １６５，１３７ 

う ち 大 型 車 台 数 １，７０６ １，６８４ １，７７４ 

 

（２）監査委員の所感 

平成２５年８月の法人化につづき、平成２８年６月には旅行業登録を完了し、旅行業が

開業した。５年を目途に旅行業収入での黒字転換を目標にしており、滞在型商品等の成果

が期待される。引き続き、市の観光産業の積極的推進を図り、地域経済の発展に貢献して

いただきたい。 

棟方志功アートステーションは、利用者数の増加を目指してイベントを考え、集客に努

めていくとのことである。利用者層の薄い小・中学生等への働きかけとして地元の学校や

子どもたちへの発信など、なお一層の努力を望むものである。 

道の駅南魚沼の来訪者数は順調に増加しているが、今泉記念館への誘導や施設の活性化

へ向けた一層の創意工夫がなされることを望むものである。 
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○公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 

１ 補助金等の交付状況（平成２８年度） 

（１）南魚沼市民会館管理運営費補助金（人件費分）       ２２，７２６，０００円 

（２）鈴木牧之記念館管理運営費補助金（人件費分）       ７，９６５，０００円 

（３）南魚沼市トミオカホワイト美術館管理運営費補助金（人件費分）   

 ５，４６４，０００円 

（４）総合型地域スポーツクラブ南魚スポーツパラダイス事業費補助金  

  ６，５００，０００円 

（５）南魚沼市スポーツコミュニティセンター管理運営費補助金（人件費分） 

４０，６２６，０００円 

（６）サンスポーツランド管理運営費補助金（人件費分）       ２９３，５３９円 

（７）指定管理委託料                         

（単位：円） 

施  設  名 平成２８年度委託料 平成２８年度利用料金 

南 魚 沼 市 民 会 館 １９，２６５，６７３ ２１，７３９，３５０ 

鈴 木 牧 之 記 念 館 ３，３０８，０００ ３，７３４，４９０ 

南魚沼市トミオカホワイト美術館 ４，５１３，０００ ２，３７５，４５０ 

南魚沼市スポーツコミュニティセンター １５，８８４，１６１ ２４，３１９，６８０ 

二 日 町 体 育 館 １，２９１，０００ ７１９，０００ 

欠 之 上 ク ロ ス カ ン ト リ ー ハ ウ ス ３，２５３，０３０ ７４１，３２０ 

小 栗 山 サ ン ス ポ ー ツ ラ ン ド １，６４１，０００ ２０５，１８０ 

五 日 町 雪 国 ス ポ ー ツ 館 ８９６，０００ ５６５，５２０ 

南 魚 沼 市 屋 外 体 育 施 設 ６，４９９，０００ ７９１，８４０ 

塩 沢 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー ８５９，２２８ ６８２，５６０ 

中 之 島 農 村 広 場 １８５，０００ ６６，０２０ 

南魚沼市大和Ｂ＆Ｇ海洋センター ２１５，０００ ２６６，３３０ 

浦 佐 体 育 館 ３１３，９２８ １８６，２２０ 

 

２ 団体の概要 

設  立  昭和６３年３月１日 

基本財産  ６，０００万円 

役  員  理事７名 監事２名 評議員７名 

職  員  １２名 

  目  的  市民の文化芸術及びスポーツ活動などの生涯学習の振興に資する事業を行

い、もって、文化スポーツの向上を図り、健康で豊かな活力ある地域社会

の創造と福祉の向上に寄与すること（定款から）。 

３ 監査の結果 

（１）平成２８年度決算額（正味財産増減計算書） 

（単位：千円） 
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科   目 平成２８年度 平成２７年度 増   減 

１経 常 収 益    

会 費 ９，５０３ ９，６１７ △１１４ 

利 用 料 金 ５６，３９３ ５５，２４７ １，１４６ 

指 定 管 理 委 託 料 ５８，１２４ ５６，６６０ １，４６４ 

市 補 助 金 ８３，５７５ ８１，９３５ １，６４０ 

市 委 託 料 １９，４４６ １９，２０３ ２４３ 

そ の 他 ２７，１２４ ２４，７３３ ２，３９１ 

小 計 ２５４，１６５ ２４７，３９５ ６，７７０ 

２経 常 費 用    

事 業 管 理 費 ８７，３１４ ８５，９０５ １，４０９ 

う ち 人 件 費 ８７，１３９ ８５，７３５ １，４０４ 

南 魚 沼 市 民 会 館 ３８，６９６ ３７，６０６ １，０９０ 

鈴 木 牧 之 記 念 館 ８，６５２ ９，０７５ △４２３ 

トミオカホワイト美術館 １０，２０４ １０，７２０ △５１６ 

南魚沼市スポーツコミュ

ニ テ ィ セ ン タ ー 
３６，２５７ ３６，０４４ ２１３ 

二 日 町 体 育 館 １，９５９ ２，０１７ △５８ 

クロスカントリーハウス ３，７６３ ３，３１０ ４５３ 

サンスポーツランド ２，１０４ ２，３１１ △２０７ 

雪 国 ス ポ ー ツ 館 １，３１６ １，６３６ △３２０ 

南魚沼市屋外体育施設 ５，６７９ ６，１７４ △４９５ 

塩沢勤労者体育センター １，２９４ １，５９５ △３０１ 

中 之 島 農 村 広 場 １６０ １６９ △９ 

大和Ｂ＆Ｇ海洋センター ４６７ ２８５ １８２ 

浦 佐 体 育 館 ６１４ ４５０ １６４ 

管 理 費 ４，５５１ ３，８５５ ６９６ 

そ の 他 ４４，７４５ ４６，９８５ △２，２４０ 

小 計 ２４７，７７５ ２４８，１３７ △３６２ 

当 期 経 常 増 減 額 ６，３９０ △７４２ ７，１３２ 

（２）監査委員の所感 

当該公社の平成２８年度の指定管理に係る施設の利用者総数は、３７万６，１３６人と

多くの方が利用している。南魚沼市民会館、鈴木牧之記念館、トミオカホワイト美術館、

南魚沼市スポーツコミュニティセンターなど、市の大半の文化、スポーツ施設の指定管理

者となっている。多様化する市民ニーズに応え、より優れたサービスの提供に努め、安全・

安心な管理運営を行うことを基本に、経営の改善や改革にも積極的に取り組みながら、管

理経費の縮減に努めている。 

今後も、市民の声に真摯に耳を傾け、ノウハウの蓄積に努め、一層の市民サービスの向

上を図ることを望むものである。 
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〇公益財団法人 池田記念スポーツ文化財団（南魚市文化資料展示館 池田記念美術館） 

１ 補助金等の交付状況 

（１）雪を使った「反動力滑り台」制作事業補助金          １９２，０００円 

（２）指定管理委託料                     ６，０００，０００円 

２ 団体の概要 

  名  称 公益財団法人 池田記念スポーツ文化財団 

  住  所 南魚沼市浦佐５４９３番地３ 

  設  立 平成７年５月２４日 

  団体構成 理事長以下理事９名 監事２名 評議員１２名 

       事務局長以下職員５名 

  事業概要 環日本海沿岸諸国との国際的なスポーツ交流と学術的研究を援助するととも

に、国内外の文化財の保存並びに展示に関する事業を行い、もって新潟県の

スポーツと文化の発展に寄与することを目的としている。 

３ 指定管理施設の概要 

  名  称 池田記念美術館 

  所 在 地 南魚沼市浦佐５４９３番地３ 

  開   設 平成２６年４月１日 

  指定期間 平成２６年４月１日から平成３６年３月３１日まで 

４ 監査の結果 

（１） 平成２８年度決算額 

１）決算額 

  （単位：千円） 

収       入 支       出 

委 託 費 ６，０００ 事 業 費 ２８，２２９ 

補 助 金 １９２ 管 理 費 ５，２４４ 

基 本 財 産 運 用 益 ４，７１０   

寄 付 金 １１，０１８   

事 業 収 益 １２，０１４   

雑 収 益 ９８   

  （当期収支差額） ５５９ 

合 計 ３４，０３２ 合 計 ３４，０３２ 

 

２）入館者数、入館料収入 

 

 

 

 

 

 

年 度 入館者（人） 有料入館者（人） 入館料収益（千円） 

２４ １９，４３２ ８，７６１ ４，４１９ 

２５ １６，５５６ ７，８０６ ３，６７８ 

２６ １９，５９７ １１，９６０ ５，５５３ 

２７ １６，４７１ ７，６０１ ３，６８０ 

２８ ２０，３０２ ９，９３９ ５，３１７ 
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（２）監査委員の所感 

平成２６年４月に公益財団法人に移行して名称を池田記念スポーツ文化財団とした。芸

術、文学、スポーツの分野を中心に市と連携・協力して美術館を運営している。 

美術館の外観は整備が行き届いており自然と調和した落ち着いた雰囲気であった。会館

内の大きな窓から見える景色はすばらしく、自然の芸術のようであった。 

平成２８年度は、複数の展覧会を同時開催して大きなイベントを繰り込むことにより来

館者が増加した。平成１０年の開館以来、年間入館者数が初めて２万人を超えたとのこと

であった。今後も入館者の増加を目指し効果的な企画を展開していただきたい。また、地

元の美術館として貢献することで地元の芸術分野に対する意識向上とレベルアップが図ら

れることを望むものである。 

 

○六日町商工会  

１ 補助金の交付状況（平成２８年度） 

（１）商工業振興事業補助金（経営改善指導員設置及び指導事業） ４，３２６，０００円 

（２）自主的出店者支援事業補助金               １，４４０，０００円 

（３）商工業振興事業補助金（「雨の日の魅力発信とインバウンド対応型グルメガイド」支

援事業）                           ２００，０００円 

２ 団体の概要 

会 員 ７３３名（組織率 ５１．０％） 

役 員 理事３２名、監事２名 

総 代 １１０名 

組 織 ８部会、８委員会、事務局（職員８名、臨時職員１名） 

３ 監査の結果 

（１）平成２８年度決算額                      （単位：千円） 

収     入 支     出 

県 補 助 金 ３７，５９５ 経改事業指導職員設置費 ４１，６３３ 

市 補 助 金 ５，９６６ 経 改 指 導 事 業 費 ５，５７２ 

全 国 連 補 助 金 １，０２６ 地 域 総 合 振 興 事 業 費 １６，２３１ 

会 費 ・ 手 数 料 ４４，８５０ そ の 他 ２９，０４０ 

そ の 他 ３，８１８ 次 期 繰 越 額 ７７９ 

合 計 ９３，２５５ 合 計 ９３，２５５ 

（２）監査委員の所感 

  地区商工業者のうち、商工会員は７３３事業者、組織率は５１．０％となっている。地

区外の事業者が多いことや、個人経営者の高齢化、後継者不足、地域の景気の低迷等で会

員数は減少傾向である。事業の安定経営に繋げるため、経営・税務・労務・金融の多方面

で相談できることは、加入者にとって大きなメリットである。加入することのメリットを

伝えながら、相談事業の一層の充実を図り、新規加入の増加に努めていただきたい。 

今後も商工業者の現場の声を行政に伝え、政策提言や情報発信による地域活性化の取り

組みを望むものである。 
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○社会福祉法人 南魚沼市社会福祉協議会 

１ 補助金等の交付状況（平成２８年度） 

（１）南魚沼市社会福祉協議会運営費補助金          ４６，７０６，０００円 

（２）地域福祉振興事業補助金                 ２，６１０，０００円 

（３）指定管理委託料 

 １）南魚沼市福祉センター                  ７，０８３，７２０円 

 ２）大和老人福祉センター                  ７，７７７，７４３円 

 ３）塩沢老人福祉センター                  １，７０７，１２９円 

２ 団体の概要 

設 立 平成１６年７月１３日 

役 員 理事９名 監事２名 評議委員２３名 

職員数 ８０名 

機 構 本所 支所２個所 訪問介護事業所 居宅介護支援事業所  

養護老人ホーム魚沼荘 

３ 監査の結果 

（１）平成２８年度決算額 

１）指定管理施設 

（単位：千円） 

区 分 
南 魚 沼 市 

福 祉 セ ン タ ー 

大 和 老 人 

福 祉 セ ン タ ー 

塩 沢 老 人 

福 祉 セ ン タ ー 

収 

入 

委 託 料 ７，０８４ ７，７７８ １，７０７ 

利 用 料 ５，４２８ １，８７０ ３０ 

そ の 他 ６７ ３６２ ９３ 

小 計 １２，５７９ １０，０１０ １，８３０ 

支 

出 

事 務 費 ４，４６２ ４，７８９ ５７７ 

事 業 費 ８，５８２ ５，１２１ １，０９０ 

小 計 １３，０４４ ９，９１０ １，６６７ 

収 支 差 額 △４６５ １００ １６３ 

 

２）一般会計資金収支決算額（経理区分別） 

（単位：千円） 

区 分 
法 人 運 営

事 業 

福祉援護

事 業 

共同募金

配分事業 

市 受 託 

事 業 

居宅介護

等 事 業 
その他 

収 

 

 

入 

会 費 8,381      

市 補 助 金 46,706  2,610    

共 同 募 金   8,199    

介 護 保 険     116,608  

障害福祉サービス等     21,576  

受 託 金  714  180,024 118 375 
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そ の 他 2,789 419 761 8,378 3,857 3,982 

小 計 57,876 1,133 11,570 188,402 142,159 4,357 

支 

 

 

出 

人 件 費 47,817   82,601 116,415 3,492 

事 務 費 15,397 1 85 20,728 4,143 119 

事 業 費 1,801 763 9,670 70,210 6,099 694 

助 成 金   3,089 70   

そ の 他 150 437  5,270   

小 計 65,165 1,201 12,844 178,879 126,657 4,305 

経常活動収支差額 △ 7,289 △ 68 △ 1,274 9,523 15,502 52 

施設整備収支差額   △ 149 △ 340 △ 534 △ 149 

財務活動収支差額 2,531 130  △ 230 △ 280 83 

当期資金収支差額 △ 4,758 62 △ 1,423 8,953 14,688 △ 14 

（２）監査委員の所感 

南魚沼市社会福祉協議会の事業は、主に地域福祉に関する事業と介護保険事業の二つに

分けられる。地域福祉に関する事業は、市からの補助金や共同募金の配分金等を財源に、

きめ細かく福祉事業を展開している。介護保険事業は、平成２６年度から３ヶ年の財政健

全化に取組んだことで、収益面で成果がみられた。多様な供給主体が存在する今日、サー

ビスの役割を明確にし、一層の安定した事業運営を望むものである。また、平成２８年度

から養護老人ホーム魚沼荘が指定管理に移行し事業が拡大し、順調に管理運営行っている

とのことである。 

少子高齢化の急速な進展や生活様式等の変化に伴い、地域住民のつながりは希薄化する

なか、「共助」「協働」の重要性を地域住民と共有し、地域福祉力の推進に努力を願いたい。 

 

○公益社団法人 南魚沼シルバー人材センター 

１ 補助金の交付状況（平成２８年度）  

（１）南魚沼シルバー人材センター運営費補助金        １０，３３２，０００円 

（２）ふれ愛支援センター指定管理委託料            ６，２９６，７５３円 

２ 団体の概要 

設  立 昭和６２年４月２日 

会 員 数 ８７３人 

役  員 理事１４名 監事２名 

事業実績 

項   目 平成２８年度 平成２７年度 増 減 

受 託 件 数（件） ４，０７３ ４，９８０ △９０７ 

就業延人員（人） ８０，７５０ ８３，２６８ △２，５１８ 

就 業 率（％） ９５.３ ９６.２ △０．９ 

契 約 金 額（万円） ３４，８５８ ３５，６０５ △７４７ 

３ 監査の結果 

（１）平成２８年度決算額 



12 

１）正味財産増減計算書                    （単位：千円） 

科  目 平成２８年度 平成２７年度 増  減 

１ 経 常 収 益    

市 指 定 管 理 委 託 料 ６，２９７ ６，０３８ ２５９ 

市 補 助 金 １０，３３２ １０，１５５ １７７ 

連 合 交 付 金 １２，１７８ １２，０５０ １２８ 

配 分 金 ２３３，７９１ ２９５，１３３ △６１，３４２ 

材 料 費 ９，６６９ １１，６８０ △２，０１１ 

事 務 費 １６，８７６ ２１，１９５ △４，３１９ 

そ の 他 １８，４６９ １０，９３１ ７，５３８ 

小 計 ３０７，６１２ ３６７，１８２ △５９，５７０ 

２ 経 常 費 用    

事 業 費 ３０２，３６７ ３６３，６９３ △６１，３２６ 

支 払 配 分 金 ２３５，４２６ ２９６，６８４ △６１，２５８ 

材 料 費 等 ９，１５４ １０，８８２ △１，７２８ 

人 件 費 ２５，６８０ ２７，２７４ △１，５９４ 

そ  の  他 ３２，１０７ ２８，８５３ ３，２５４ 

管 理 費 ４，８９４ １，６５８ ３，２３６ 

人 件 費 ９２２ ９８９ △６７ 

そ  の  他 ３，９７２ ６６９ ３，３０３ 

小 計 ３０７，２６１ ３６５，３５１ △５８，０９０ 

当 期 経 常 増 減 額 ３５１ １，８３０ △１，４７９ 

当 期 経 常 外 増 減 額 ０ ０ ０ 

当 期 増 減 額 ３５１ １，８３１ △１，４８０ 

 

２）南魚沼市ふれ愛支援センター                （単位：千円） 

区  分 平成２８年度 平成２７年度 増  減 

収 

入 

利 用 料 ３，００４ ３，２６６ △２６２ 

委 託 料 ６，２９７ ６，０３８ ２５８ 

そ の 他 １，１３７ １，１４４ △６ 

計 １０，４３８ １０，４４８ △１０ 

支 

出 

人 件 費 １，６３４ １，５５１ ８３ 

光 熱 水 費 ４，４８１ ４，３０７ １７４ 

委 託 料 ２，５７１ ２，８５７ △２８６ 

そ の 他 １，１０５ １，２１６ △１１１ 

計 ９，７９１ ９，９３１ △１４０ 

収 支 差 額 ６４７ ５１７ １３０ 
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（２）監査委員の所感 

平成２８年度は、広域センターとしてスタートして３０年目という節目の年であった。

安全・適正就業の徹底、会員の確保及び就業機会の拡大を目標に掲げ事業に取り組んでい

る。 

一方で、定年の延長等による新規加入会員の減少、現会員の高齢化、それに伴う技能分

野就業会員の後継者不足、需要ニーズの多様化、女性会員の確保など多くの課題への対策

が求められている。また、会員のニーズも多様化し、本来の目的である「社会参加」や「生

きがい」とともに「経済的理由」による入会も増えている。高齢者がいつまでも「いきい

き」と活動するためには、社会と関わり続けることが重要である。就労という面から、高

齢者と地域を結びつける当該団体の役割は大きなものがある。今後も、高齢者の就業機会

の確保に取り組んでいくことを望むものである。 

ふれ愛支援センターは、立地条件もよく、手軽な施設として多くの方が利用している。

平成２８年度の利用者は、３万８１６人（前年度比１，４４６人増）であり毎年度ほぼ安

定した利用者数である。防犯及び防災対策においてマニュアルの整備がされており、施設

の維持管理も含め安全面に配慮し適正な管理がされていた。今後も、効率的な施設管理と

有効利用に努めていただきたい。 


